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Cisco AMP for Network、Cisco AMP for WSA/ESA※ は、Web へのアクセスや E メールの送受信などネットワーク 
サービス利用時のマルウェア感染を防ぐと共に、感染が発生した際のフォレンジック ツールとしても利用できる、シスコの
次世代マルウェア対策ソリューションです。

シスコの次世代セキュリティ ソリューション
Cisco Advanced Malware Protection（Cisco AMP）が

マルウェア対策の課題を解決します。
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Web や E メールを経由した未知のマルウェアを
継続的な解析で可視化して確実に対処
Cisco Advanced Malware Protection for Network
Cisco Advanced Malware Protection for WSA/ESA  
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継続的な解析で「感染後」の対応も強化

サンド ボックスで挙動を解析 セキュリティ インテリジェンスと連携

お客様に最適なセキュリティ ソリューションをご提案します。 詳細は下記までお気軽にお問い合わせください

Cisco AMP は、Web アクセスや E メール受信時に疑わしいと判断されたファイルの解析を継続的に行います。従来のように初期
解析で問題なしと判断され、セキュリティ対策をすり抜けて感染してしまったマルウェアがある場合でも、時期や経路を可視化し、
適切な対応が行えるようになります。

Cisco AMP は、Web へのアクセスやメール受信時
に未知の（疑わしい）ファイルを発見すると、それら
の挙動を解析するサンド ボックスへ自動的に送信しま
す。解析結果は以後のファイル レピュテーションに反
映され、セキュリティ強度を継続的に高めます。

Cisco AMP は、世界最大級の解析力と情報提供能
力を持つシスコのセキュリティ基盤 Cisco Security 
Intelligence Operations（SIO）と連携し、常に最
新のセキュリティ脅威に対応します。

WSA：Web セキュリティ
http/https, ftp, ftp over http 

ESA：E メール セキュリティ
smtp

Network：ネットワーク セキュリティ
smtp, pop,imap, http, ftp, ftp over http, smb(v2) 
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対応プロトコルの違い
Cisco AMP for Network、Cisco AMP for WAS/ESAは、
監視対象となるプロトコルに違いがあります。要件に応じて最適
なものを選択、導入できます。
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